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 連合福島の政策学習会並びに第１回政策委員会・政

策専門部会は、６月２０日（木）福島市の福島県労働

福祉会館にて、県内各地から約６０名の委員が出席し

て開催された。 

 冒頭、主催者を代表して影山道幸連合福島会長は「連

合福島の主要課題である政策制度実現の取り組みが今

日からスタートする。東日本大震災からの復興への要

望と提言、働くことを軸とする安心社会の実現など、

政策課題は多岐に亘っている。働く者や生活者が真に

求める声を結集し、６部会での検討を重ね、真に国民

の暮らしと雇用の安定・向上にむけて積極的に取り組

んで行くことを決意する。」と挨拶した。 

 

 政策学習会は福島県企画調整部復興・総合計画

課の菅原裕泰主任主査と橋川弘明主任主査お二

人を講師としてお迎えし、福島県総合計画「ふく

しま新生プラン」についてと、福島県の復興・復

旧の進捗状況と今後の対策について、それぞれご

講演頂いた。 

 「ふくしま新生プラン」は「人と地球」を礎と

して、「活力」「安全と安心」「思いやり」の三つ

を柱に、県づくりを進めていることなどが話された。また、福島県の復興・復旧に関しては、予算

を優先的・効果的に配分するなど「１３の重点

プログラム」を組んで、戦略的に計画を進めて

いるとの説明があった。 

 学習会のあと引き続き政策委員会と政策専門

部会が開催され、第一専門部会から第六専門部

会までの構成、参議院選挙を見据えての今後の

具体的な進め方、来年度の県政や予算編成に対

する要請内容などを協議し、１０月頃をめどに

県に政策提言していくことを確認した。 

 

連合福島 

学習会と政策委員会・専門部会開かれる 

ご講演を頂いた橋川弘明県総合計画課主任主査 

主催者を代表して挨拶する影山道幸連合福島会長 

真剣に傾聴する委員の皆さん 


